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▲�北原白秋（公益財団法人 北原
白秋生家記念財団所蔵）

北
原
白
秋
の
来
訪（
１
）　
「
日
本
ラ
イ
ン
」問みのかも文化の森　☎28-1110

　
北
原
白
秋
は
、
昭
和
初
期
に
２
度
、
美
濃
加
茂
を
訪
れ
ま
し
た
。
１
度
目
は

昭
和
２
年
で
す
。
こ
の
年
、
東
京
日
日
新
聞
と
大
阪
毎
日
新
聞
が
観
光
ブ
ー
ム

を
背
景
に
日
本
各
地
の
景
勝
を「
日
本
新
八
景
」と
し
て
選
定
す
る
企
画
を
興
し

ま
す
。
そ
の
河
川
部
門
第
１
位
に
木
曽
川
が
選
ば
れ
た
の
で
す
。
新
聞
紙
上
で

は
新
八
景
の
紀
行
文
を
連
載
、
木
曽
川
を
担
当
し
た
の
が
白
秋
で
し
た
。
こ
の

紀
行
文
で
白
秋
は
、
木
曽
川
で
乗
船
し
た
体
験
記
を
書
き
、
木
曽
川
の
美
観
を

色
彩
豊
か
に
描
写
し
て
い
ま
す
。犬
山
か
ら
車
で
太
田
宿
に
入
っ
た
白
秋
ら
は
、

土
田
の
ラ
イ
ン
遊
園
に
行
く
途
中
、
あ
え
て
迂
回
し
上
流
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　
ス
ト
ッ
プ
！ 

古
井
の
白
い
鉄
橋
の
上
で
、
私
は
驚
い
て
自
動
車
を
飛
び
降

り
た
。
そ
の
相
迫
つ
た
峡
谷
の
翠み
ど
りの

深
さ
、
水
の
碧あ

お
く
て
豊
か
さ
。
何
と
ま
た

鬱う
っ

蒼そ
う

と
し
て
幽ゆ

う
邃す

い
な
下
手
の
一
つ
小
島
の
風
致
で
あ
ら
う
。

　
こ
の
時
、
白
秋
が
思
わ
ず
車
を
停
め
て
見
た
い
と
願
っ
た
景
色
と
は
、
青
柳

橋
か
ら
見
た
小
山
観
音
の
眺
め
で
し
た
。
こ
の
文
章
を
含
む「
日
本
ラ
イ
ン
」は

『
旅り
ょ

窓そ
う

読ど
く

本ほ
ん（

学
芸
社
：
１
９
３
６
年
刊
）』に
、「
旅
窓
読
本
」は『
白
秋
全
集
22

巻（
岩
波
書
店
：
１
９
８
６
年
刊
）』に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

近代日本を代表する詩人、歌人。本名は
隆
りゅう
吉
きち
。福岡県出身で早稲田大学英文科

予科中退。代表作に詩集『邪
じゃ
宗
しゅう
門
もん
』、抒

じょ

情
じょう
小曲集『思ひ出』など。大正時代中

頃からは童謡の創作にも力を注いだ。

北
きた

原
はら

白
はく

秋
しゅう

（1885-1942）

み
の
か
も
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
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▲『日本八景木曽川（日本ライン）古井青柳橋附近より下流を望む』
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　青空の下、お気に入りの
絵本を読む親子の様子を、
みのかも健康の森で撮影し
ました。この夏、市内では
青空図書館の開催も予定し
ています。皆さんのお気に
入りの一冊を見つけてみま
せんか。

　
こ
の
十
数
年
で
鉛
筆
や
ペ
ン
を
握
り
、
手

紙
や
書
類
を
書
く
こ
と
は
大
き
く
減
り
ま
し

た
。こ
の
コ
ラ
ム
も
、パ
ソ
コ
ン
の
キ
ー
ボ
ー

ド
で
文
字
を
打
ち
込
み
書
い
て
い
ま
す
。

　
文
字
を
書
く
機
会
は
減
り
ま
し
た
が
文
章

を
作
る
機
会
は
以
前
の
何
倍
に
も
増
し
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
多
く
の
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

家
族
や
友
人
、
職
場
の
人
た
ち
と
頻
繁
に
言

葉
の
や
り
取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

特
に
若
い
世
代
を
中
心
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

や
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で

日
々
の
出
来
事
や
自
分
自
身
の
考
え
を
表
現

し
て
い
ま
す
。

本
か
ら〝
学
〟ぶ
コ
ミ
ュ
力
り
ょ
く

　
そ
の
よ
う
な
時
に
、
目
で
見
た
こ
と
や
感

じ
た
こ
と
を
、
具
体
的
に
分
か
り
や
す
く
相

手
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
個
人
の
知
識
や
経

験
に
基
づ
い
た
語
彙
力
が
必
要
と
な
り
ま

す
。「
ス
ゴ
い
」「
ヤ
バ
い
」「
カ
ワ
イ
イ
」だ

け
で
は
な
く
、
相
手
に
思
い
を
伝
え
る
た
め

の
語
彙
力
を
本
な
ど
か
ら
獲
得
す
る
こ
と
は

現
代
社
会
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
本
を
読
む
の
が
好
き
で
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
本
を
手
に
取
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
本
を
通
じ
て
、
自
分
の
知
ら
な
か
っ
た

世
界
や
価
値
観
、
考
え
方
、
ア
イ
デ
ア
な
ど

多
く
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。

　
小
学
生
の
頃
に
、
学
校
の
図
書
館
の
本
棚

に
あ
っ
た
１
０
０
冊
ほ
ど
の
歴
史
漫
画
を
全

て
読
ん
だ
こ
と
は
深
く
記
憶
に
残
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
な
が
ら
に
学
ぶ
こ
と
や
知
る
こ

と
の
楽
し
さ
と
、自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

「
自
分
の
知
ら
な
い
こ
と
が
、
こ
の
世
界
に

は
た
く
さ
ん
存
在
す
る
」

　
い
つ
も
本
は
、
私
を
戒
め
、
視
野
を
広
げ

て
く
れ
ま
す
。
相
手
を
思
い
や
り
、
多
様
性

を
認
め
合
え
る
美
濃
加
茂
市
の
実
現
の
た
め

に
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
、
未
知
の
世
界
へ

一
歩
踏
み
出
す
挑
戦
が
で
き
た
ら
と
切
に
願

い
ま
す
。

※�

コ
ミ
ュ
力
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

こ
と
で
す


